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令和４年度全国学力・学習状況調査における秋田市の結果について

●● 調査概要 ●●

全国学力・学習状況調査は、文部科学省が、義務教育の機会均等と水準の維

持向上の観点から、教育施策の成果と課題を検証し改善を図るとともに、学校

における児童生徒への学習指導の充実や改善に役立てることを目的として、全

国の小学校６年生と中学校３年生を対象に、平成19年度から継続して実施して

きました。

今年度の調査は、令和４年４月19日に、国語と算数・数学、理科の教科に関

する調査と、生活習慣や学習環境等についての質問紙調査が行われました。

●● 本市調査結果の概要 ●●

【教科調査の概要「全般」】

・小学校６年生1,968名、中学校３年生1,894名が参加しました。

・国語、算数・数学、理科の各領域ごとの平均正答率は、数学の「図形」「関

数」を除き、全国平均を上回りました。

・無解答率は、小学校では、全ての設問で全国平均を下回りました。中学校

では、数学、理科のそれぞれ１問を除き、全国平均を下回りました。

【教科調査の概要「国語」】

・小学校では、言葉の意味を説明している意図として適切なものを選択する

問題の正答率は90％、話合いにおける発言の目的をとらえる問題の正答率

は88％でした。

・話す内容をまとめる問題の正答率は56％、文章のよさについてまとめる問

題の正答率は43％でした。情報を整理し、自分の考えをまとめることや、

伝えたい事柄を明確にして書くことなどに課題があると考えられます。

・中学校では、文脈に即して漢字を正しく書く問題や、行書のバランスの説

明について適切なものを選択する問題の正答率が90％を上回りました。

・行書の特徴を踏まえた書き方について適切なものを選択する問題の正答率

は38％、資料から引用して書く問題の正答率は53％でした。行書の特徴や

基礎的な書き方に関する理解や、必要な情報を適切に引用しながら書くこ

となどに課題があると考えられます。

【教科調査の概要「算数・数学」】

・小学校では、かけられる数に空位のある乗法の計算の正答率は93％、長方

形を作図するプログラムの辺の長さを考える問題の正答率は85％でした。

・数量が変わったときの割合について考える問題の正答率は22％、目的に合

った数の処理の仕方を選択する問題の正答率は49％でした。割合を用いた

比べ方を日常生活に結び付けて考えることや、目的に合った数の処理の仕

方を考え、判断することに課題があると考えられます。
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令和４年度全国学力・学習状況調査における秋田市の結果について

・中学校では、容器のふたを投げたときに下向きになる確率を選択する問題
の正答率は85％、連立二元一次方程式を解く問題の正答率は79％でした。

・長方形と正三角形を組み合わせた図形について、示された角の大きさがい
つでも60°になることを証明する問題の正答率は11％、グラフから問題解
決の方法を説明する問題の正答率は40％でした。事柄が成り立つ理由や問題解
決の過程を数学的な表現を用いて説明することに課題があると考えられます。

【教科調査の概要「理科」】

・小学校では、観察の記録者を選択する問題の正答率は96％、観察結果をも
とに分析、解釈してまとめたものを選択する問題の正答率は87％でした。

・反射させた日光の進み方について適切なものを選択する問題の正答率は33
％、提示された資料を分析し、根拠となる情報を全て選択する問題の正答
率は51％でした。光の性質を正しく理解して活用することや、情報を読み
取り、分析、解釈してまとめることなどに課題があると考えられます。

・中学校では、水素の燃焼についての化学反応式を選択する問題の正答率は84％、
条件を制御した実験の組み合わせを選択する問題の正答率は83％でした。

・重力とつり合う力について説明する際の適切な組み合わせを選択する問題の
正答率は18％、エネルギーと関連付けて水素の燃焼に必要なものを選択する
問題の正答率は26％でした。力の働きについて正しく理解し活用することや、
知識を他の領域と関連付けて活用することなどに課題があると考えられます。

【児童生徒質問紙調査の概要】

〔自分自身について〕
・「自分には、よいところがあると思う」「将来の夢や目標を持っている」「人
の役に立つ人間になりたいと思う」など、自分自身のよさを知り、向上心を
持って生活している子どもの割合が、全国平均を上回っています。

〔人との関わりについて〕
・「人が困っているときは、進んで助けている」「友達と協力するのは楽しい」
など、学校生活等において友達と良好に関わっている子どもの割合が、全国
平均を上回っています。

〔家庭生活について〕
・「毎日、もしくは、どちらかといえば毎日朝食を食べている」「家で自分で計
画を立てて勉強をしている」など、基本的な生活習慣や、家庭での学習習慣
を身に付けている子どもの割合が、全国平均を上回っています。

〔学習について〕
・「授業では、課題の解決に向けて、自分で考え、自分から取り組んでいた」「学
習した内容について、分かった点や、よく分からなかった点を見直し、次の
学習につなげることができている」など、主体的に学習活動に取り組んでい
る子どもの割合が、全国平均を上回っています。
・「前年度までに受けた授業で、ＰＣ・タブレットなどのＩＣＴ機器を、週１
回以上使用した」については、小学生では全国平均を下回り、中学生では同
じ割合となっています。
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小学校国語 領域ごとの調査結果の主な特徴 【令和４年度】

＜言葉の特徴や使い方に関する事項＞ 問題 １ ３
○言葉の意味を説明している意図として
適切なものを選択する問題の正答率は
90％でした。

●「はんせい」を漢字で書く問題の正答
率は65％でした。文脈に即して漢字を
正しく使うことに課題があると考えら
れます。

＜我が国の言語文化に関する事項＞ 問題 ３
○手紙を書き直す際に気を付けた内容と
して適切なものを選択する問題の正答
率は83％でした。

＜話すこと・聞くこと＞ 問題 １
○話合いにおける発言の目的として適切なも
のを選択する問題の正答率は88％でした。

●問題点についての解決方法を考え、話す内容をまとめる問題の正答率は56％
でした。誤答のうち、９割以上が条件に合わせてまとめることができていな
いことから、目的や意図に応じて情報を整理し、自分の考えを広げたりまと
めたりすることに課題があると考えられます。

＜書くこと＞ 問題 ３
●感想や意見をもとに、文章のよさについて書く問題の正答率は43％でした。
誤答のうち、８割以上が文章のよいところを見付けて書くなど、条件に合わ
せてまとめることができていないことから、目的や意図に応じて情報を整理
し、伝えたい事柄を明確にして書くことに課題があると考えられます。

【問題例参照】

＜読むこと＞ 問題 ２
○登場人物の相互の関係が分かる部分を選択する問題の正答率は76％でした。
●物語を推薦する文章の内容として適切なものを選択する問題の正答率は66％
でした。表現の効果を物語の全体像と関わらせながら考えることに課題があ
ると考えられます。
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質問紙調査から「国語の学習について

「国語の勉強は好きだ」と回答した児童の割合は65％で、全国平均を６ポイ

ント上回っています。

「国語の勉強は大切だと思う」と回答した児

童の割合は96％で、全国平均を２ポイント上回

っています。

「国語の授業で学習したことは、将来、社会

に出たときに役に立つと思う」と回答した児童

の割合は94％で、全国平均を２ポイント上回っ

ています。

小学校国語「本調査（ぺーパーテスト）では測れない学力の状況」

本調査（ペーパーテスト）では測れない学力として、学習に対する意欲や関

心に加え、自分の考えを分かりやすく話す力、話題に沿って話し合う力、音読

や朗読する力など、音声による表現力があります。

各校では、学び方の定着を図ったり、課題の提示を工夫したりするなどして

おり、子どもたちが意欲を持って学習に臨んでいます。また、詩歌や物語の音

読を通して、言葉の響きやリズムを感じたり、場面を思い浮かべたりするなど、表

現する楽しさを味わいながら学習活動に取り組む子どもたちの姿が見られます。

一方、話し手の意図や話合いの方向をとらえ、自分の意見と比べてまとめる

ことなどについては、十分とは言えない状況にあります。

学習指導改善のための今後の方策

＜調査結果から＞

「言葉の特徴や使い方に関する事項」については、漢字の意味や構成を調べ

たり、熟語を使って短文を作ったりする活動を取り入れるなど、文や文章の中

で漢字を正しく使うことができるような指導の充実を図ります。

「話すこと・聞くこと」については、互いの意見の共通点や相違点、関連し

て考えたことを整理する活動を設定するなど、自分の考えを様々な視点から検

討してまとめ、伝えることができるような指導の充実を図ります。

「書くこと」については、自分が書いた文章を見直し、よりよい文章になる

よう推敲したり、互いの書いた文章を読み合い、感想や意見を伝え合ったりす

る活動を取り入れるなど、目的や意図に応じて適切に書くことができるような

指導の充実を図ります。

「読むこと」については、表現に着目して読み、考えたことを交流する活動

を設定するなど、表現が読み手に与える効果についてとらえることができるよ

うな指導の充実を図ります。

＜本調査では測れない学力の状況から＞

話合いの際に、立場や意見の違いを整理した上で質問や意見を述べる学習活

動を設定するなど、自分の考えを確かめたり広げたりすることができるような

指導の充実を図ります。

0 20 40 60 80 100

全 国

秋田市

国語の授業で学習したことは、将来、社会に出たとき

に役に立つと思っている児童の割合
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小学校算数 領域ごとの調査結果の主な特徴 【令和４年度】

＜数と計算＞ 問題 １ ３
○かけられる数に空位のある乗法の計算
（1050×４）の正答率は93％、示され
た場面を解釈し、除法で求めることが
できる理由を記述する問題の正答率
は85％でした。

●85×21の答えが1470より必ず大きくな
ることを、概数を用いて処理する計算
の仕方を選択する問題の正答率は49％
でした。目的に合った数の処理の仕方
を考え、判断することに課題があると
考えられます。

＜図形＞ 問題 ４
○正方形を作図するプログラムの一部を
変え、長方形を作図するプログラムに
する際の辺の長さを考える問題の正答
率は85％でした。

●正三角形を作図するプログラムを角の大きさに着目して修正する方法を選択
する問題の正答率は52％でした。角の大きさに着目し、回転の大きさとして
とらえたり、図形の考察に生かしたりすることに課題があると考えられます。

＜変化と関係＞ 問題 ２
○百分率で表された割合を分数で表す問題の正答率は75％でした。
●果汁入りの飲み物を二人で等しく分けたときの、それぞれの果汁の割合につ
いて正しいものを選択する問題の正答率は22％でした。誤答のうち、約９割
が選択肢１を選択しており、割合について正しく理解して活用することや、
割合を用いた比べ方を日常生活に結び付けて考えることに課題があると考え
られます。【問題例参照】

＜データの活用＞ 問題 ３
○お楽しみ会の遊びを決めるためのアンケート調査結果をまとめた表を完成さ
せる問題の正答率は76％でした。

●調査結果をまとめた表をもとに、参加者全員の希望が一つは通るように遊び
を選ぶ問題の正答率は66％でした。分類整理されたデータをもとに、目的に
応じて分析、考察することに課題があると考えられます。

【課題となっている問題例】２

(3) りんごの果汁が２０％ふくまれている飲み

物が５００ｍＬあります。この飲み物を２

人で等しく分けると，１人分は２５０ｍＬ

になります。 上の㋐にあてはまる文を，下の１から３までの中から

１つ選んで，その番号を書きましょう。

２５０ｍＬの飲み物にふくまれている果汁

の割合について，次のようにまとめます。 正答 ３
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質問紙調査から「算数の学習について

「算数の勉強は好きだ」と回答した児童の割合は68％で、全国平均を５ポイ

ント上回っています。

「算数の勉強は大切だと思う」と回答した児

童の割合は97％で、全国平均を２ポイント上回

っています。

「算数の授業で学習したことは、将来、社会

に出たときに役に立つと思う」と回答した児童

の割合は95％で、全国平均を２ポイント上回っ

ています。

小学校算数「本調査（ぺーパーテスト）では測れない学力の状況」

本調査（ペーパーテスト）では測れない学力として、学習に対する意欲や関心に

関するものや、自分の考えを伝える力、相手の考えを聞き取る力などがあります。

各校では、導入場面において、実生活と関連させた課題を設定したり、問題

解決に向けて見通しを持つ活動を取り入れたりするなどの工夫をしており、子

どもたちは意欲的に学習に取り組んでいます。また、多様な考え方が生まれる

ような学習展開を設定し、意図的な指名や適切な問い直しをするなどの指導の

工夫により、「自分の考えを伝えたい」「友達の意見を聞きたい」という意欲も

向上しています。

一方、算数の用語を用いて相手に分かりやすく伝えたり、自分の考えを筋道

を立てて説明したりすることについては、十分とは言えない状況にあります。

学習指導改善のための今後の方策

＜調査結果から＞

「数と計算」では、目的に合った数の処理の仕方を考え、その理由を説明す

る活動を取り入れるなど、思考の過程を表現する活動の充実を図ります。

「図形」では、作図の前に作図の手順を考える活動や、具体物を用いて図形

を構成したり分解したりする活動を取り入れるなど、図形についての見方や感

覚を豊かにする活動の充実を図ります。

「変化と関係」では、割合についての理解を深めるとともに、割合を用いて

比べる活動を取り入れるなど、割合を用いた比べ方を日常生活に生かす力を高

める指導の充実を図ります。

「データの活用」では、分類整理されたデータをもとに、目的に応じて分析

し、考察する活動の充実を図ります。

＜本調査では測れない学力の状況から＞

自分の考えを説明する場面において、身に付けさせたい用語をキーワードと

して示すなど、算数の用語を用いることで、より正確に、より的確に伝わるこ

とを実感できるような指導の充実を図ります。また、自分の考えを表現する場

面において筋道を立てて説明することができるよう、説明の仕方を検討する活

動を取り入れるなど、思考の過程を大切にした活動の充実を図ります。
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算数の授業で学習したことは、将来、社会に出たとき

に役に立つと思っている児童の割合
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小学校理科 領域ごとの調査結果の主な特徴 【令和４年度】

＜エネルギー＞ 問題 ３

○鏡ではね返した日光を缶に当て続けるため

に、実験方法を見直し、追加した手順を答え

る問題の正答率は78％でした。

●鏡を操作して反射させた日光を、指定した形

で的に当てることができる人を選択する問題

の正答率は33％でした。誤答のうち約７割が

選択肢２を選択していたことから、「日光は

直進する」という光の性質を正しく理解する

ことに課題があると考えられます。

【問題例参照】

＜粒子＞ 問題 ２ ４

○一定量の液体の体積をはかり取

る器具（メスシリンダー）の名

前を答える問題の正答率は79％

でした。

●砂糖水を凍らせた物体が水に沈

む現象から新たな問題を見いだ

し、自分の考えを記述する問題

の正答率は52％でした。観察、

実験の結果について話し合い、

自分や他者の気付きをもとに新

たな問題を見いだして記述する

ことに課題があると考えられます。

＜生命＞ 問題 １

○観察の記録から、問題を解決す

るまでの道筋について考え、観

察の記録者を選択する問題の正

答率は96％でした。また、昆虫の体のつくりの特徴をもとに、ナナホシテント

ウが昆虫であることを説明するために必要な情報を選択する問題の正答率は83

％でした。

＜地球＞ 問題 ３ ４

○冬の天気と気温の変化の観察結果をもとに、分析、解釈したまとめについて、

適切なものを選択する問題の正答率は87％でした。

●「結果からいえること」は、提示された資料のどの部分を分析したものなの

かを全て選択する問題の正答率は51％でした。観察等で得られた情報をもと

に特徴を読み取り、結論を導き出すことに課題があると考えられます。

【課題となっている問題例】

３ たかしさんたちは，晴れた日に科学クラブで，同じ
大きさの鏡を使い，日光をはね返して，的あてゲーム

ま と

をしました。

上の図のように，３人とかべの間に，それぞれ，

円形，三角形，四角形に切りぬいた，鏡と同じ大き

さの段ボールの板を置きました。
だ ん

(1) ３人が上の図の位置で鏡の向きを変え，それぞれ
が日光をはね返して，３つの段ボールの板にあてた
ときに，かべの左にある的に，三角形の光をあてる
ことができるのはだれですか。下の１から４までの
中から１つ選んで，その番号を書きましょう。

１ たかしさん
２ はなこさん
３ かつやさん
４ 全員 正答 ３
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質問紙調査から「理科の学習について

「理科の勉強は好きだ」と回答した児童の割合は87％で、全国平均を８ポイ

ント上回っています。

「理科の勉強は大切だと思う」と回答した児

童の割合は90％で、全国平均を４ポイント上回

っています。

「理科の授業で学習したことは、将来、社会

に出たときに役に立つと思う」と回答した児童

の割合は83％で、全国平均を６ポイント上回っ

ています。

小学校理科「本調査（ぺーパーテスト）では測れない学力の状況」

本調査（ペーパーテスト）では測れない学力として、器具や機器などを目的

に応じて工夫して扱う力、観察、実験の過程や得られた結果を適切に記録する

力、自然の事物・現象に関わり問題を見いだす力、科学的に解決しようとする

態度などがあります。

各校では、日常生活との関連を図った自然事象を提示し、問題意識を高める

活動などの工夫をしており、子どもたちは見いだした問題を解決しようと意欲

的に学習に臨んでいます。また、観察、実験の時間を確保することにより、

得られた結果などを、正確かつ詳細に記録しようとする子どもの姿が見られます。

一方、実験結果をもとに、妥当性を検討したり、他者と関わり合いながら考

察したりすることについては、十分とは言えない状況にあります。

学習指導改善のための今後の方策

＜調査結果から＞

「エネルギー」では、光の性質等について、正しく理解するとともに、観察、

実験を通して身の回りの現象を科学的にとらえることができるような指導の工

夫を図ります。

「粒子」では、実験の結果や互いの考察から、調べてみたいことを話し合うな

ど、自分や他者の気付きをもとに、新たな問題を見いだす活動の充実を図ります。

「生命」では、昆虫の育ち方や食べ物との関係について気付いたことを複数

の視点で検討し、表現する活動の充実を図ります。

「地球」では、天気や気温の変化などの情報から、その関係性や特徴をとら

え、互いの考えについて意見交換をするなど、様々な視点から自分の考えを検

討し、より妥当な考えをつくりだす活動の工夫を図ります。

＜本調査では測れない学力の状況から＞

一人ひとりの予想や仮説をもとに、自分と異なる予想から得られる結果につ

いて見通す活動を取り入れます。また、実験結果を複数の視点で比較し、差異

点や共通点を見いだす場面を設定することにより、妥当性を検討しながら考察

を練り合うことができるような指導の充実を図ります。
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全 国

秋田市

理科の授業で学習したことは、将来、社会に出たとき

に役に立つと思っている児童の割合
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中学校国語 領域ごとの調査結果の主な特徴 【令和４年度】

＜言葉の特徴や使い方に関する事項＞ 問題 １ ２ ３
○「のぞく」を漢字で書く問題の正答率は90
％、文章中の語句の意味を選択する問題
の正答率は87％でした。

●表現の技法に関する問題の正答率は55％
でした。誤答のうち、約８割が技法の名
称を答えることができていないことか
ら、表現の技法の種類や効果を正しく理
解して活用することに課題があると考え
られます。

＜我が国の言語文化に関する事項＞ 問題 ４
○行書のバランスについて、適切なものを
選択する問題の正答率は92％でした。

●行書の特徴を踏まえた書き方について、
適切なものを選択する問題の正答率は38
％でした。行書の特徴や基礎的な書き方
に関する理解について課題があると考え
られます。

＜話すこと・聞くこと＞ 問題 １
○スピーチの表現を友達の助言を踏まえて修正する問題の正答率は77％でした。
●言葉の強弱や間の取り方など、話し方の工夫をまとめる問題の正答率は54％
でした。自分の考えを相手に分かりやすく伝えるための表現を工夫すること
に課題があると考えられます。

＜情報の扱い方に関する事項、書くこと＞ 問題 ２
●資料から引用して書く問題の正答率は53％でした。引用する際の記述の仕方
や、必要な情報を適切に引用しながら書くことに課題があると考えられます。

【問題例参照】

＜読むこと＞ 問題 ３
○場面と描写を結び付けて内容をとらえる問題の正答率は79％でした。
●登場人物の行動や心情を話の展開に沿って並べ替える問題の正答率は66％で
した。場面の展開や登場人物の心情の変化について、描写をもとにとらえる
ことに課題があると考えられます。

【
課
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問
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例
】

２

三

小
林
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ん
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、
上
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さ
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中
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さ
ん
か
ら
の
【
コ

メ
ン
ト
の
一
部
】
を
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て
、

で
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れ

た
「
ス
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ト
農
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に
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作
業
を
自
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の
効
果
も
あ
る
よ
う
だ
。
」
の
す
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に
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ス
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ト
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の
効
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え
る
こ
と
に
し
ま

し
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。
あ
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た
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。
次

の
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と
条
件
２
に
し
た
が
っ
て
書
き
な
さ
い
。

条
件
１

【
農
林
水
産
省
の
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
に
あ
る

資
料
の
一
部
】
か
ら
必
要
な
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を
引
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て
書
く
こ
と
。
引
用
す
る
部
分
は
、
か

ぎ
か
っ
こ
（
「

」
）
で
く
く
る
こ
と
。

条
件
２

「
例
え
ば
、」
に
続
け
て
書
く
こ
と
。

（略）すると，「スマート農業に関連する様

々な先端技術はあるが，これまでの経験を生

かして対応できるので，他には取り入れてい

ない。」とのことだった。スマート農業には，

作業を自動化すること以外の効果もあるよう

だ。 しかし，祖父母は，自分たちに必要な

ものを選択して活用していた。

これは，私たちも意識しなければならない

ことだと思った。今後，身の回りには様々な

先端技術がさらに普及していくだろう。私も

祖父母のように，目的に応じて選択しながら

先端技術を活用していきたい。

※
正
答
例
、
【
コ
メ
ン
ト
の
一
部
】
【
農
林
水
産
省
の

ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
に
あ
る
資
料
の
一
部
】
は
、
紙
面

の
関
係
で
省
略
し
ま
す
。

【意見文の下書き】
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質問紙調査から「国語の学習について

「国語の勉強は好きだ」と回答した生徒の割合は69％で、全国平均を７ポイ
ント上回っています。
「国語の勉強は大切だと思う」と回答した生

徒の割合は95％で、全国平均を２ポイント上回
っています。
「国語の授業で学習したことは、将来、社会

に出たときに役に立つと思う」と回答した生徒
の割合は91％で、全国平均を１ポイント上回っ
ています。

中学校国語「本調査（ぺーパーテスト）では測れない学力の状況」

本調査（ペーパーテスト）では測れない学力として、学習に対する意欲や関
心に加え、自分の考えを分かりやすく話す力、話題や展開をとらえながら話し
合う力、音読や朗読する力など、音声による表現力があります。
各校では、考えるための視点を明示したり、学び合いの場を工夫したりして

おり、子どもたちは様々な考えにふれながら意欲を持って学習に臨んでいます。
また、自分の表現の仕方を振り返ったり、より分かりやすい表現になるよう吟
味したりするなど、表現する楽しさを味わいながら、主体的に学習活動に取り
組む子どもたちの姿が見られます。
一方、話合いの展開をとらえ、相手の意見を踏まえて質問したり、自分の意

見と比べながら考えをまとめて述べたりすることなどについては十分とは言え
ない状況にあります。

学習指導改善のための今後の方策

＜調査結果から＞
「言葉の特徴や使い方に関する事項」については、表現の技法の特徴と効果

について正しく理解するとともに、話したり書いたりする際に用いることがで
きるような指導の工夫を図ります。
「我が国の言語文化に関する事項」については、行書の特徴が実際に書いた

文字のどの部分に表れているのかを確認する学習を取り入れるなど、行書の特
徴を踏まえ、漢字の行書とそれに調和した仮名の書き方を理解して書くことが
できるような指導の工夫を図ります。
「話すこと・聞くこと」については、聞き手の立場に立ち、どのような表現

が効果的なのかを考える学習を取り入れるなど、自分の考えを分かりやすく伝
える力を高める指導の充実を図ります。
「情報の扱い方に関する事項」「書くこと」については、引用の仕方や出典

の示し方などについての理解を深めるとともに、根拠を明確にして書く力を高
める指導の工夫を図ります。
「読むこと」については、場面の展開と登場人物の心情の変化を関連付けて

考える学習を取り入れるなど、叙述に即して文章の内容をとらえることができ
るような指導の工夫を図ります。

＜本調査では測れない学力の状況から＞
互いの立場や意見の違いを整理したり、根拠を明確にした上で意見を述べた

りするなど、話題や展開をとらえ、目的に沿って話し合う力を高める指導の充
実を図ります。
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国語の授業で学習したことは、将来、社会に出たとき

に役に立つと思っている生徒の割合
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中学校数学 領域ごとの調査結果の主な特徴 【令和４年度】

＜数と式＞ 問題 １ ２ ６

○連立二元一次方程式を解く問題の正答

率は79％でした。

●２つの偶数の和が４の倍数になるため

の条件を見いだし、説明する問題の正

答率は40％でした。結論が成り立つた

めの前提となる条件を見いだし、数学

的に表現することに課題があると考え

られます。

＜図形＞ 問題 ３ ９

○証明で用いられている三角形の合同条件

を記述する問題の正答率は77％でした。

●長方形と正三角形を組み合わせた図形

について、友達の考えをもとに、示された角の大きさが、いつでも60°であ

ることを証明する問題の正答率は11％でした。事柄が成り立つ理由を数学的

な表現を用いて説明することに課題があると考えられます。

＜関数＞ 問題 ４ ８

●グラフの座標を表と関連させながら読み取る問題の正答率は52％でした。日

数と二酸化炭素の削減量の関係を表したグラフから、目標削減量に達する日

数を求める方法を説明する問題の正答率は40％でした。複数の情報をもとに

必要な情報を読み取ることや、問題解決の過程を数学的な表現を用いて説明

することに課題があると考えられます。【問題例参照】

＜データの活用＞ 問題 ５ ７

○容器のふたを投げたときに下向きになる確率を選択する問題の正答率は85％

でした。

●箱ひげ図におけるデータの個数と散らばりの程度について、適切なものを選

択する問題の正答率は44％でした。誤答のうち、８割以上がデータの個数を

誤ってとらえていることから、箱ひげ図について正しく理解して活用すること

や、データの分布の傾向を比較して読み取ることに課題があると考えられます。

【課題となっている問題例】８

※正答例は、紙面の関係で省略します。
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質問紙調査から「数学の学習について

「数学の勉強は好きだ」と回答した生徒の割合は63％で、全国平均を５ポイ

ント上回っています。

「数学の勉強は大切だと思う」と回答した生

徒の割合は92％で、全国平均を５ポイント上回

っています。

「数学の授業で学習したことは、将来、社会

に出たときに役に立つと思う」と回答した生徒

の割合は84％で、全国平均を８ポイント上回っ

ています。

中学校数学「本調査（ぺーパーテスト）では測れない学力の状況」

本調査（ペーパーテスト）では測れない学力として、学習に対する意欲や関心に

関するものや、自分の考えを伝える力、相手の考えを聞き取る力などがあります。

各校では、学習ルールの意識付けが図られ、子どもたちは、自分の考えを積

極的に発表したり、友達と関わりながら問題解決に取り組んだりしています。

また、多様な考えを比較・検討する場面では、思考の流れの可視化や、適切な

問い直しなどの教師の手立てにより、自分の考えの変容を実感している子ども

の姿が見られます。

一方、数学的な表現を用いて簡潔に表現して説明することができなかったり、

新たな課題に取り組む場面において既習の学習内容を発展させて考えることが

できなかったりする子どもの姿も見られます。

学習指導改善のための今後の方策

＜調査結果から＞

「数と式」では、数の性質を考える場面において、目的に応じて式を変形する

ことや、問題解決の過程を数学的な表現を用いて説明する活動の充実を図ります。

「図形」では、事柄が成り立つ理由や結論を導くための構想などについて、

数学的な表現を用いて説明する力を高める指導の工夫を図ります。

「関数」では、表や式、グラフなどを関連付けて読み取ったり考察したりす

る活動を取り入れるとともに、問題解決の過程を数学的な表現を用いて説明す

る力を高める指導の工夫を図ります。

「データの活用」では、複数の集団のデータを整理して箱ひげ図に表し、デ

ータの分布の傾向を比較して読み取る活動の充実を図ります。

＜本調査では測れない学力の状況から＞

本時の学習内容と既習の学習内容との関連を想起させるような導入を工夫し

たり、自力解決の場面において個への支援を工夫したりするなど、子ども一人

ひとりの思考や理解が深まるような指導の充実を図ります。また、数学におけ

る用語や記号の意味を理解し、用いることのよさを実感できるような活動や、

思考の過程を数学的な表現を用いて説明する活動の充実を図ります。
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に役に立つと思っている生徒の割合
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中学校理科 領域ごとの調査結果の主な特徴 【令和４年度】

＜エネルギー＞ 問題 １ ３ ５

○タッチパネルの反応に水が関係しているか

を調べるために、変える条件と変えない条

件を制御した実験の組み合わせを選択する

問題の正答率は83％でした。

●おもりに働く重力とつり合う力を表す矢印

を選択して説明する問題の正答率は18％で

した。誤答のうち９割以上が力を表す矢

印を正しく選択できていなかったことか

ら、重力とつり合う力について正しく理解

して活用することに課題があると考えられ

ます。【問題例参照】

＜粒子＞ 問題 ３ ７

○分子のモデルで表した図をもと

に、水素の燃焼についての化学

反応式を選択する問題の正答率

は84％でした。

●エネルギーと関連付けて水素の

燃焼に必要なものを選択する問

題の正答率は26％でした。また、

身近な現象の中から、液体が気

体に状態変化することによって

温度が下がる現象を選択する問

題の正答率は36％でした。学ん

だことと、他の領域や身近な現象とを関連付けて活用することに課題がある

と考えられます。

＜生命＞ 問題 ４ ８

○ダイオウグソクムシとダンゴムシのあしの様子が異なる理由について、体の

つくりや働きと、生活場所や移動の仕方とを関連付けて説明する問題の正答

率は76％でした。

●未知の節足動物が昆虫かどうかについて選択し、アリと比較しながら分類の

観点や基準を明確にして判断する問題の正答率は43％でした。外部形態の共

通点や相違点を見いだすことや、根拠を明確にして説明することに課題があ

ると考えられます。

＜地球＞ 問題 ２ ６

●大地の変動について推論した他者の考えの妥当性について検討する問題の正

答率は61％でした。また、ルートマップと露頭のスケッチをもとに、考えら

れる地層の傾きを選択する問題の正答率は36％でした。地層の重なり方や広

がり方について、複数の観察結果を関連付けて考察することに課題があると

考えられます。

【課題となっている問題例】

５(1) 図２のように，ばねにのせた
おもりが静止したとき，矢印で
表したおもりにはたらく重力と
つり合う力を，下のアからエま
での中から１つ選びなさい。
また，選んだ力の説明として

適切なものを，下のカからケま
での中から１つ選びなさい。

カ おもりがばねを押す力
キ ばねがおもりを押す力 正答
ク おもりが床を押す力 つり合う力 ア
ケ 床がおもりを支える 説明 キ

図２ おもりに

はたらく重力
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質問紙調査から「理科の学習について

「理科の勉強は好きだ」と回答した生徒の割合は75％で、全国平均を９ポイ

ント上回っています。

「理科の勉強は大切だと思う」と回答した生

徒の割合は82％で、全国平均を６ポイント上回

っています。

「理科の授業で学習したことは、将来、社会

に出たときに役に立つと思う」と回答した生徒

の割合は70％で、全国平均を９ポイント上回っ

ています。

中学校理科「本調査（ぺーパーテスト）では測れない学力の状況」

本調査（ペーパーテスト）では測れない学力として、器具や機器などを目的

に応じて工夫して扱う力、観察、実験の過程や得られた結果を適切に記録する

力、自然の事物・現象に関わり問題を見いだす力、科学的に探究しようとする

態度などがあります。

各校では、子どもの疑問をもとに学習課題を設定したり、検証実験の構想を

グループで共有したりする活動などを取り入れており、子どもたちは主体的に

観察、実験に取り組んでいます。また、実験結果をもとに個人の予想や仮説を

振り返り、考察する活動を重視しており、子どもたちは個々の考えを持って課

題解決に臨んでいます。

一方、実験結果をもとに、見いだした規則性や関係性について説明したり、

妥当性を検討して考察を練り合ったりすることなどについては、十分とは言え

ない状況にあります。

学習指導改善のための今後の方策

＜調査結果から＞

「エネルギー」では、物体に働く力を矢印で表す活動を充実させることにより、

力の関係についての理解を深め、概念や法則を見いだす指導の工夫を図ります。

「粒子」では、物質の変化について、既習事項や身近な事物・現象とを関連

付けて考える場面を設定し、科学的に探究する学習活動の充実を図ります。

「生命」では、着目した観点や分類の基準を考える場面を設定するなど、差

異点や共通点について、根拠を明確にして話し合う活動の充実を図ります。

「地球」では、特徴的な地層を手がかりに、現在の地層の重なりや広がりか

ら過去の様子を推論し、科学的に表現する指導の工夫を図ります。

＜本調査では測れない学力の状況から＞

根拠を明らかにして考察したり、より妥当な考えかどうかについて話し合っ

たりする活動を取り入れ、子ども一人ひとりの思考を深める指導の充実を図り

ます。また、既習の学習内容や日常生活と関連付けて事象を説明する場面を設

定し、理科の有用性を実感することができるような活動の充実を図ります。
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理科の授業で学習したことは、将来、社会に出たとき

に役に立つと思っている生徒の割合
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児童生徒質問紙調査の結果から【令和４年度】

●● 自分自身について ●●

「自分には、よいところがあると思

う」と回答した子どもの割合は、小学

生で84％、中学生では83％となってお

り、全国平均を小学生は５ポイント、

中学生では４ポイント上回っています。

「将来の夢や目標を持っている」と

回答した子どもの割合は、小学生で83

％、中学生では74％となっており、全

国平均を小学生は４ポイント、中学生

では７ポイント上回っています。

「いじめは、どんな理由があっても

いけないことだと思う」と回答した子

どもの割合は、小学生で99％、中学生

では98％となっており、全国平均を小

学生は２ポイント、中学生では１ポイ

ント上回っています。

「人の役に立つ人間になりたいと思

う」と回答した子どもの割合は、小学

生・中学生共に97％となっており、い

ずれも全国平均を２ポイント上回って

います。
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児童生徒質問紙調査の結果から【令和４年度】

●● 人との関わりについて ●●

「人が困っているときは、進んで助

けている」と回答した子どもの割合は、

小学生・中学生共に91％となっており、

全国平均を小学生で２ポイント、中学

生では３ポイント上回っています。

「困りごとや不安がある時に、先生

や学校にいる大人にいつでも相談でき

る」と回答した子どもの割合は、小学

生で76％、中学生では72％となってお

り、全国平均を小学生は８ポイント、

中学生では６ポイント上回っています。

「友達と協力するのは楽しい」と回

答した子どもの割合は、小学生・中学

生共に95％となっており、いずれも全

国平均を１ポイント上回っています。

「地域や社会をよくするために何を

すべきかを考えることがある」と回答

した子どもの割合は、小学生で64％、

中学生では54％となっており、いずれ

も全国平均を13ポイント上回っていま

す。
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児童生徒質問紙調査の結果から【令和４年度】

●● 家庭生活について ●●

「毎日、もしくは、どちらかといえ

ば毎日朝食を食べている」と回答した

子どもの割合は、小学生で96％、中学

生では94％となっており、いずれも全

国平均を２ポイント上回っています。

「携帯電話・スマートフォンやコン

ピュータの使い方について、家の人と

約束したことを守っている」と回答し

た子どもの割合は、小学生で75％、中

学生では72％となっており、全国平均

を小学生は３ポイント、中学生では２

ポイント上回っています。

「家で自分で計画を立てて勉強をし

ている」と回答した子どもの割合は、

小学生で87％、中学生では72％となっ

ており、全国平均を小学生は16ポイン

ト、中学生では14ポイント上回ってい

ます。

「自然の中で遊ぶことや自然観察を

することがある」と回答した子どもの

割合は、小学生で71％、中学生では59

％となっており、全国平均を小学生は

６ポイント、中学生では４ポイント上

回っています。
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児童生徒質問紙調査の結果から【令和４年度】

●● 学習について ●●

「授業では、課題の解決に向けて、

自分で考え、自分から取り組んでいた」

と回答した子どもの割合は、小学生で83

％、中学生では84％となっており、全

国平均を小学生は６ポイント、中学生

では５ポイント上回っています。

「学習した内容について、分かった

点や、よく分からなかった点を見直し、

次の学習につなげることができている」

と回答した子どもの割合は、小学生で85

％、中学生では83％となっており、全

国平均を小学生は７ポイント、中学生

では８ポイント上回っています。

「学習の中でＰＣ・タブレットなど

のＩＣＴ機器を使うのは勉強の役に立

つと思う」と回答した子どもの割合は、

小学生で96％、中学生では95％となっ

ており、全国平均を小学生・中学生共

に２ポイント上回っています。

「前年度までに受けた授業で、ＰＣ

・タブレットなどのＩＣＴ機器を、週

１回以上使用した」と回答した子ども

の割合は、小学生で66％、中学生では

81％となっており、全国平均を小学生

は18ポイント下回り、中学生では同じ

割合となっています。
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